推薦の際の留意事項

１．候補者の募集
候補者の募集に際しては、庁内各部局やいわゆる出先機関、市町村、関係機関・団体への連絡に加えて、ホームページ上で募集するなど、幅広い周知・照会をお願いいたします。募集に当たって、自薦・他薦は問いませんが、推薦件数は、５件以内としてください。
　　なお、推薦いただいた事例に関する個人情報については、本表彰以外の目的には使用いたしません。
２．推薦事例
推薦に際しては、過去の表彰等（６．ホームページ）を御参照ください。
過去に推薦され、活動期間が少ない等の理由で選考から漏れた事例の中にも優れた事例が見受けられるところであり、再度推薦していただいても差し支えありません。実際、その後の活動等により、一度、選考に漏れた事例が表彰されています。また、民間での取組だけではなく、地方公共団体の取組についても表彰の対象となっていますので、積極的な推薦をお願いします。
　　また、本表彰制度の趣旨から推薦母体（都道府県、指定都市等）そのものを候補者として推薦することは御遠慮ください。なお、地方自治体について、個別の施設等を推薦することは従来どおり問題ありませんが、一般行政施策そのものを功績として推薦することも御遠慮ください。
３．推薦調書
様式２については、「施設整備」「製品開発」「活動等」の該当するものに○を付けてください。なお、複数の分野にまたがる場合には、○を複数付けてください。その際は、主たる功績と考えられるものに関して、◎も付すこととしてください。また、「推薦対象団体・個人の概要」については「個人」「団体」のうち、それぞれ該当するものに記入してください。
推薦調書は、郵送にて正副２部及びメールにて電子データ（Ｗordファイル）を提出願います。正副２部及び電子データの提出がない場合は受け付けられませんので注意願います。
４．利用者等の評価がわかる資料の添付（最大Ａ４判片面10枚（両面20頁）以内）
　　可能な範囲で利用者等の評価がわかる資料（アンケートや新聞記事等）を簡潔に添付してください。利用者の評価も十分に踏まえ、表彰選考を実施いたします。
　　なお、規格はＡ４判で統一するものとし、冊子については受け付けません。冊子を参考資料として添付したい場合は１ページずつコピーして頂きＡ４判で統一してください。
　　こちらも３．の推薦調書と同様に正副２部提出願います。
５．推薦後の手続
推薦いただいた事例は、バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰選考委員会の審査を経て、その中から内閣総理大臣又は内閣府特命担当大臣（障害者施策担当）が被表彰者を決定することになっています。表彰の具体的な時期は、令和元年１２月を予定しています。
なお、推薦頂きました団体・個人等の選考内容や結果については、非公表とさせて頂きますので、予め了承願います。
６．ホームページ
過去の表彰事例等については、内閣府ホームページを参照ください。
　http://www8.cao.go.jp/souki/barrier-free/hyousho.html
別添３








